
 

薪割りの仕方 
作る細木の大きさと本数  軍手のはめ方  ナタの持ち方  ナタの置き方 

細木 1（黄色）    細木 2（赤色） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黄色の太さ:８本    赤色の太さ:8 本  ①利き手側の軍手を外し、反対側の手に、

軍手が二重になるようにはめる。 

 ②ナタは素手で持つ。 

※持ち運ぶ場合、刃は下に向ける 

 ③ナタは、薪割台の方に刃をむけて置く。 

 （使用後はすぐに片付ける） 

       

 まきの割り方（2 人組で行います） 

      

薪の選び方   ①ナタを両手でしっかり持ち、薪の真ん

中あたりにナタの刃をあて、薪をまっ

すぐに押さえる。 

 ②押さえたら「いいよ」と声をかけ、

矢印のあたりを一方の人に薪でた

たいてもらう。ナタの刃が、薪を持

ち上げても落ちない位入ったか確

認する。 

 ③上の写真のように、薪を持ち上げて、薪割

台に軽くたたきつけて割る。 

※割った薪が飛ぶことがあるので、周りか

ら離れること！ 

 

 

 

 

 

 

 薪の束から、フシのない薪を選ぶ。 

※フシのない薪が見つからない場合は、フシが 

できるだけ小さい薪を選ぶ。 

薪割りの説明を受けていない人は、絶対に薪割りをしないでください。 

フシ 

注意！ 
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